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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インジェクタにより互いに発熱量及びガス組成が異なる二種類のガス燃料のどちらも供
給可能なＣＮＧエンジンの排気通路に空燃比センサを設け、
フィードバック制御条件の成立時に前記空燃比センサの検出信号から求められる空燃比が
目標空燃比になるようフィードバック補正係数により燃料噴射量をフィードバック制御す
る空燃比制御手段を設け、
学習条件の成立時に前記空燃比センサの検出信号から求められる空燃比と目標空燃比との
差に対応する値を学習値として記憶するとともに、この記憶した学習値を更新するよう学
習制御する学習制御手段を設け、
基本燃料噴射量を前記フィードバック補正係数と学習値とにより補正して得られた値によ
り前記ＣＮＧエンジンにガス燃料を噴射供給するようインジェクタを動作制御する燃料供
給制御手段を設けたＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置において、
前記学習制御手段は、ベース空燃比を常に理論空燃比よりリッチ側の値を備えた出力空燃
比となるように学習制御することを特徴とするＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明はＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置に係り、特に、設定されたガス燃料とは発
熱量及びガス組成が異なり且つ空燃比がリーン側になり易いガス燃料が供給された場合に
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も、空燃比センサが活性化されずにフィードバック制御が正常に行われないという不都合
を回避し得て、各ガス燃料専用の制御仕様を用意する必要がなく、設計工数の削減に寄与
し得るＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
車両に搭載されたエンジンには、液体燃料を噴射するインジェクタを設け、排気通路に設
けた空燃比センサの検出信号から求められる吸気通路の空燃比が目標空燃比になるようイ
ンジェクタを制御する燃料噴射制御装置を設けているものがある。この燃料噴射制御装置
は、低中負荷域では三元触媒の浄化特性が良い理論空燃比付近になるようフィードバック
制御しているが、スロットル弁が全開する全負荷域では出力空燃比になるようオープンル
ープ制御するのが通常である。
【０００３】
また、車両に搭載されたエンジンには、燃料としてガス燃料であるＣＮＧ（圧縮天然ガス
）をインジェクタにより噴射供給されるＣＮＧエンジンがある。このＣＮＧエンジンの燃
料噴射制御装置においても、前記と同様に、低中負荷域では理論空燃比付近になるようフ
ィードバック制御し、全負荷域では出力空燃比になるようオープンループ制御した方が出
力的に優位性がある。
【０００４】
このようなＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置としては、特開平１０－１４８１４３号公
報に開示されるものがある。この開示されるものは、気化ガス組成検出手段で検出した組
成値に対応する要求空燃比を設定し、この要求空燃比に基づき燃料噴射量を補正する空燃
比補正係数を設定し、少なくともエンジン運転状態及び空燃比補正係数に基づきインジェ
クタに対する燃料噴射量を設定するものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、ＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置においては、供給される燃料がガス燃料で
あるため、燃料温度、燃料圧力、吸入空気温度等の要因の変動による影響を大きく受け、
これらの要因による補正を実施しても、オープンループ制御では安定して出力空燃比に制
御することが困難な問題がある。
【０００６】
また、ＣＮＧエンジンに供給されるガス燃料である天然ガスをベースとした都市ガスは、
大部分の地域で１３Ａと呼ばれるガスが供給されている。ＣＮＧエンジンの制御仕様を設
定する場合は、通常、大部分の地域で供給されている１３Ａガスの発熱量及びガス組成に
基づき設定している。
【０００７】
ところが、都市ガスには、一部の地域で１３Ａガスと発熱量及びガス組成が異なる１２Ａ
と呼ばれる都市ガスが供給されている。したがって、ＣＮＧエンジンに供給される都市ガ
スには、発熱量及びガス組成の異なる１３Ａガスと１２Ａガスとの２種類がある。このた
め、１３Ａガスで設定されたＣＮＧエンジンに１２Ａガスが供給された場合には、排気浄
化性能やドライバビリティが悪化する問題がある。
【０００８】
このような問題に対しては、燃料噴射量の制御に学習制御を加えることによってある程度
は対応可能である。しかし、ＣＮＧエンジンの燃料噴射量の学習制御は、フィードバック
制御の制御中心がプラス（＋）・マイナス（－）０％になるよう学習値を設定している。
【０００９】
このため、１３Ａガスによりフィードバック制御の制御中心が（＋）・マイナス（－）０
％になるよう学習制御した場合には、１３Ａガスを燃料として使用した後に、発熱量及び
ガス組成が異なる１２Ａガスを燃料として充填されると空燃比がリーン側になり、空燃比
のリーン化により空燃比センサであるＯ２センサが活性せず、空燃比のフィードバック制
御が正常に行われなくなる不都合がある。
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【００１０】
このような発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するためには、燃料噴射
制御装置に各ガス燃料毎の制御仕様を用意する必要があるため、設計工数が増大してコス
トの上昇を招く不都合がある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　そこで、この発明は、上述の不都合を除去するために、インジェクタにより互いに発熱
量及びガス組成が異なる二種類のガス燃料のどちらも供給可能なＣＮＧエンジンの排気通
路に空燃比センサを設け、フィードバック制御条件の成立時に前記空燃比センサの検出信
号から求められる空燃比が目標空燃比になるようフィードバック補正係数により燃料噴射
量をフィードバック制御する空燃比制御手段を設け、学習条件の成立時に前記空燃比セン
サの検出信号から求められる空燃比と目標空燃比との差に対応する値を学習値として記憶
するとともに、この記憶した学習値を更新するよう学習制御する学習制御手段を設け、基
本燃料噴射量を前記フィードバック補正係数と学習値とにより補正して得られた値により
前記ＣＮＧエンジンにガス燃料を噴射供給するようインジェクタを動作制御する燃料供給
制御手段を設けたＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置において、前記学習制御手段は、ベ
ース空燃比を常に理論空燃比よりリッチ側の値を備えた出力空燃比となるように学習制御
することを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
　この発明のＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置は、設定されたガス燃料とは発熱量及び
ガス組成が異なり且つ空燃比がリーン側になり易いガス燃料が供給された場合にも、学習
値がリッチ側に学習されているで、空燃比のリーン化を防止して空燃比センサを活性させ
ることができ、発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するために燃料噴射
制御装置に各ガス燃料専用の制御仕様を用意する必要がない。
【００１３】
【実施例】
以下図面に基づいて、この発明の実施例を説明する。図１～図８は、この発明の実施例を
示すものである。図８において、２は図示しない車両に搭載されたガス燃料としてＣＮＧ
（圧縮天然ガス）を供給されるＣＮＧエンジンである。ＣＮＧエンジン２は、吸気系とし
て、エアクリーナ４と吸気管６とスロットルボディ８と吸気マニホルド１０とにより吸気
通路１２を形成し、スロットルボディ８にスロットル弁１４を設け、吸気マニホルド１０
に各気筒（図示せず）に対応するインジェクタ１６を設けている。また、ＣＮＧエンジン
２は、排気系として、排気マニホルド１８と排気管２０とマフラ２２とにより排気通路２
４を形成し、排気マニホルド１８の直下流に三元触媒２６を設けている。
【００１４】
このＣＮＧエンジン２は、吸気通路１２の吸気温度を検出する吸気温センサ２８を設け、
スロットル弁１４のスロットル開度を検出するスロットルセンサ３０を設け、スロットル
弁１４のアイドル開度時にＯＮするアイドルスイッチ３２を設け、スロットル弁１４の全
開開度時にＯＮする全開スイッチ３４を設け、吸気管圧力を検出する吸気管圧力センサ３
６を設け、エンジン２の冷却水温度を検出する水温センサ３８を設け、図示しない可変バ
ルブタイミング装置（ＶＶＴ）を構成するカム角センサ４０を設け、エンジン回転数を検
出する回転数センサ４２を設け、排気の空燃比を検出する空燃比センサであるＯ２センサ
４４を設けている。
【００１５】
ＣＮＧエンジン２には、ガス燃料であるＣＮＧを貯留するガス燃料容器４６を設けている
。ガス燃料容器４６は、２つ設けられ、連絡管４８により連絡して設けている。一方のガ
ス燃料容器４６には、燃料供給管５０の一端側を接続して設けている。燃料供給管５０の
他端側は、前記インジェク１６に接続して設けている。燃料供給管５０には、ガス燃料容
器４６側から順次に、主止弁５２と残量圧力センサ５４とガスフィルタ５６と高圧レギュ
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レータ５８と燃料圧力センサ６０と燃料温度センサ６２とを介装して設けている。
【００１６】
前記主止弁５２は、ガス燃料容器４６に近接して設置され、ＣＮＧエンジン２の停止時に
ＣＮＧを遮断する。前記残量圧力センサ５４には、デジタル燃料計６４及びアナログ燃料
計６６を接続している。前記ガスフィルタ５６は、ＣＮＧを濾過する。前記高圧レギュレ
ータ５８は、ＣＮＧを減圧して適正な圧力・流量に調整する。前記燃料圧力センサ６０は
、ＣＮＧの圧力を検出する。前記燃料温度センサ６２は、ＣＮＧの温度を検出する。
【００１７】
また、前記他方のガス燃料容器４６には、燃料充填管６８の一端側を接続している。燃料
充填管６８の他端側には、充填口７０を設けている。充填口７０には、ガス燃料容器４６
にガス燃料であるＣＮＧを充填する際に、図示しない充填装置の充填器具が接続される。
燃料充填管６８には、充填口７０側から順次に、燃料充填弁７２と逆止弁７４とを介装し
て設けている。
【００１８】
前記インジェクタ１６と吸気温センサ２８とスロットルセンサ３０とアイドルスイッチ３
２と全開スイッチ３４と吸気管圧力センサ３６と水温センサ３８とカム角センサ４０と回
転数センサ４２とＯ２センサ４４と前記主止弁５２と燃料圧力センサ６０と燃料温度セン
サ６２とは、燃料噴射制御装置７６の制御部７８に接続して設けている。制御部７８は、
各種センサ２８～４４・６０～６２から入力する信号により運転状態を判断し、インジェ
クタ１６と主止弁５２の動作を制御する。
【００１９】
制御部７８は、空燃比制御手段８０と学習制御手段８２と燃料供給制御手段８４とを設け
ている。空燃比制御手段８０は、フィードバック制御条件の成立時に、Ｏ２センサ４４の
検出信号から求められる吸気通路１２の空燃比が目標空燃比になるよう、フィードバック
補正係数により燃料噴射量をフィードバック制御する。
【００２０】
学習制御手段８２は、学習条件の成立時に、Ｏ２センサ４４の検出信号から求められる空
燃比と目標空燃比との差に対応する値を学習値として記憶するとともに、この記憶した学
習値を更新するよう、学習制御する。燃料供給制御手段８４は、基本燃料噴射量をフィー
ドバック補正係数と学習値とにより補正して得られた値によりＣＮＧエンジン２にＣＮＧ
を噴射供給するよう、インジェクタ１６を動作制御する。
【００２１】
このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、学習制御手段８２の学習制御のしきい
値を、フィードバック領域をはずれたときに、ベース空燃比が出力空燃比となるように変
更している。
【００２２】
また、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、制御部７８に出力空燃比制御手
段８６を設けている。出力空燃比制御手段８６は、ＣＮＧエンジン２のスロットル弁１４
が全開である全開条件の成立時に、Ｏ２センサ４４の検出信号から求められる空燃比が出
力空燃比になるよう、学習制御手段８２の学習した学習値により燃料噴射量をオープンル
ープ制御する。
【００２３】
次に作用を説明する。
【００２４】
ＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、制御部７８によって、各種センサ２８～４
４・６０～６２から入力する信号により運転状態を判断し、インジェクタ１６と主止弁５
２の動作を制御する。
【００２５】
燃料噴射制御装置７６は、図１に示す如く、ＣＮＧエンジン２を始動して制御がスタート
すると（１００）、オープンループ制御による基本噴射量の制御が行われ（１０２）、空
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燃比のフィードバック制御条件が成立するか否かを判断する（１０４）。空燃比制御は、
図４に示す如く、エンジン回転数と吸気管圧力とにより設定され、かつスロットル弁１４
の全開スイッチ３４がＯＦＦとなっている領域で行われる。
【００２６】
この判断（１０４）がＮＯの場合は、処理（１０２）に戻る。この判断（１０４）がＹＥ
Ｓの場合は、フィードバック制御を開始してフィードバック補正係数により燃料噴射量を
フィードバック制御し（１０６）、学習制御条件が成立するか否かを判断する（１０８）
。
【００２７】
この判断（１０８）がＮＯの場合は、処理（１０６）に戻る。この判断（１０８）がＹＥ
Ｓの場合は、フィードバック領域をはずれたときに、ベース空燃比が出力空燃比となるよ
うに変更された学習制御のしきい値により学習制御を開始し（１１０）、目標空燃比が理
論空燃比よりもリッチ側の出力空燃比となるよう学習値を学習し、このリッチ側の学習値
の保持及び更新を行い（１１２）、スロットル弁１４の全開スイッチ３４がＯＮか否かを
判断する（１１４）。
【００２８】
前記学習制御は、学習条件として、例えば以下のすべての条件を満足し、ＸＦＬＲＴＭ［
ｓｅｃ］経過後、図４に示す運転ゾーン毎に学習値Ｍの更新を行う。
（１）フィードバック制御中
（２）ブースト圧力（吸気管圧力）
Ｐｂ＜（ＴＦＢＰＲＳＬ（Ｎｅ），Ｐａ＋ＴＡＰＦＢ（Ｎｅ）ｍｉｎ）
／（ＴＦＢＰＲＳＬ（Ｎｅ），Ｐａ＋ＴＡＰＦＢ（Ｎｅ）ｍｉｎ
－ＸＣＬＨＹＳ）［ｋＰａ］
（３）水温センサ３８正常で、
ＸＦＬＲＮＷＨ［度Ｃ］＞冷却水温ＷＴ≧ＸＦＬＲＮＷ［度Ｃ］
（４）吸気温センサ２８が正常で、ＡＴ＜ＸＦＬＲＮＡＨ［度Ｃ］
（５）燃料エンドセンサ６２正常
（６）加速増量中でない（Ｑａｃｃ＝０）
（７）減速減量中でない（Ｑｄｅｃ＝０）
（８）ブースト圧力（吸気管圧力）Ｐｂ≧ＸＦＬＰＲＳ［ｋＰａ］
（９）スロットルセンサ３０正常
（１０）始動後ｔ［ｓｅｃ］経過後にＯ２センサ４４が、Ｘ０２ＣＨＬ［Ｖ］を横切って
からフィードバック中にＯ２センサ４４がＸ０２ＣＨＬ［Ｖ］をＸ０２ＴＳＴ［ｓｅｃ］
間横切らない時まで。
（１１）始動直後増量中でない。
（１２）カム角センサ４０正常、かつＯＣＶ（ＶＶＴのオイルコントロールバルブ）電流
正常、ＶＶＴ（可変バルブタイミング装置）進角量制御正常
【００２９】
また、学習制御は、図５・図６に示す如く、空燃比の学習値Ｃｓｔｄｙを、以下の学習方
法により学習する。
（１）バッテリＯＦＦ→ＯＮ直後は、Ｃｓｔｄｙ＝１．０とする。
（２）電源遮断（イグニションスイッチＯＦＦ）時は、Ｃｓｔｄｙをバッテリバックアッ
プにより記憶保持する。
（３）ｔ［ｓｅｃ］毎に、図５に示す式より学習値を計算する。
（４）学習値は、図６に示す如く、各種の値をデータとして学習し、
ＸＤＦＬＬＯＳ≦Ｃｓｔｄｙ≦ＸＤＦＬＵＰＳに制限する。
【００３０】
前記全開スイッチ３４がＯＮか否かの判断（１１４）がＮＯの場合は、処理（１０６）に
戻る。前記全開スイッチ３４がＯＮか否かの判断（１１４）がＹＥＳの場合は、保持した
リッチ側の学習値により出力空燃比になるようオープンループ制御する（１１６）。
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【００３１】
オープンループ制御（１１６）中に、スロットル弁１４の全開スイッチ３４がＯＮか否か
を判断し（１１４）、この判断（１１４）がＮＯの場合は処理（１０６）に戻りフィード
バック制御を開始し、この判断（１１４）がＹＥＳの場合は保持したリッチ側の学習値に
より出力空燃比になるようオープンループ制御する（１１６）。
【００３２】
このように、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、学習制御手段８２の学習
制御のしきい値を、フィードバック領域をはずれたときに、ベース空燃比が出力空燃比と
なるように変更している。また、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、スロ
ットル弁１４の全開条件の成立時に、空燃比が出力空燃比になるよう、学習制御手段８２
の学習したリッチ側の学習値により燃料噴射量をオープンループ制御する。
【００３３】
即ち、ＣＮＧエンジン２に供給されるガス燃料としての都市ガスである１３Ａガスは、図
７に示す如く、理論空燃比は１６．８付近、出力空燃比は１６．１付近であり、空気過剰
率λは０．９６となっている。これは、１３Ａガスで出力空燃比を得るには、理論空燃比
よりもある値（例えば、４％）だけリッチ側の空燃比で燃焼させることになる。
【００３４】
一方、ガソリンは、理論空燃比は１４．７付近、出力空燃比は１２．５付近（λ＝０．８
５）であり、理論空燃比よりもある値（例えば、１５％）だけリッチ側の空燃比で燃焼さ
せることになる。
【００３５】
通常、車両に搭載されるエンジンは、排気有害成分を低減させるために、触媒浄化率の良
い理論空燃比付近で空燃比をフィードバック制御しているが、スロットル弁の全開付近で
は出力を重視し、フィードバック制御せずにオープンループ制御により出力空燃比になる
よう制御している。また、燃料噴射量の学習制御も、図３（Ａ）に示す如く、安定した理
論空燃比が得られるように、フィードバック制御の制御中心が（＋）・マイナス（－）０
％になるよう制御している。
【００３６】
このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、図７に示す如く、ＣＮＧの出力空燃比
が理論空燃比に非常に近いという特性を利用し、ベース空燃比が出力空燃比になるよう、
リッチ側にある値だけずらして学習制御させるものであり、そのために、図３（Ｂ）に示
す如く、学習制御のしきい値をフィードバック領域をはずれたときに、ベース空燃比が出
力空燃比となるように変更した値（例えば、－４％）だけずらして設定するものである。
【００３７】
学習制御の領域は、図４に示す如く、エンジン回転数と吸気管圧力とによりゾーン０～ゾ
ーン９に区分する。各領域（ゾーン）には、しきい値をフィードバック領域をはずれたと
きに、ベース空燃比が出力空燃比となるように変更した値（例えば、－４％）だけずらし
て設された学習値Ｍ０～Ｍ９が記憶される。スロットル弁１４が全開付近のゾーン７・８
・９は、フィードバック制御される領域と、オープンループ制御される領域（斜線部分）
とが混在している。
【００３８】
ゾーン７・８・９においては、フィードバック制御されているときに理論空燃比に対して
ある値（例えば、＋４％）だけリッチな学習値を記憶している。全開判定によりオープン
ループ制御になったときには、このある値（例えば、＋４％）だけリッチな学習値により
出力空燃比になるよう制御する。
【００３９】
これにより、燃料噴射制御装置７６は、図２に示す如く、スロットル弁１４の全開付近に
おいて、オープンループ制御であっても、学習値により常に安定した出力空燃比を得るこ
とができる。
【００４０】
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また、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、発熱量及びガス組成の異なるガ
ス燃料である１３Ａガスと１２Ａガスとに対応することができる。１２Ａガスで最もリー
ンになる燃料組成は、メタンが略１００％のものであり、この理論空燃比は１７．２であ
る。１２Ａガスの理論空燃比は、１３Ａガスの理論空燃比より約２％リーンであるので、
１３Ａガスで出力空燃比となるようにある値（例えば、＋４％）だけリッチに学習制御す
れば、１３Ａガスを使用してから１２ガスを充填してもリッチな学習値をそのまま使えば
２％分リッチになるため、確実にＯ２センサを活性させることができ、正常に空燃比をフ
ィードバック制御することができる。
【００４１】
このように、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、学習制御手段８２の学習
制御のしきい値を、フィードバック領域をはずれたときに、ベース空燃比が出力空燃比と
なるように変更していることにより、設定されたガス燃料とは発熱量及びガス組成が異な
り且つ空燃比がリーン側になり易いガス燃料が供給された場合にも、学習値がリッチ側に
学習されているで、空燃比のリーン化を防止して空燃比センサを活性させることができ、
発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するために燃料噴射制御装置に各ガ
ス燃料専用の制御仕様を用意する必要がない。
【００４２】
このため、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、設定されたガス燃料とは発
熱量及びガス組成が異なり且つ空燃比がリーン側になり易いたガス燃料が供給された場合
にも、Ｏ２センサ４４が活性化されずにフィードバック制御が正常に行われないという不
都合を回避することができ、発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するた
めに燃料噴射制御装置に各ガス燃料専用の制御仕様を用意する必要がないため、設計工数
の削減に寄与し得て、コストの低減を果たすことができる。
【００４３】
また、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、ＣＮＧエンジン２のスロットル
弁１４が全開である全開条件の成立時に、Ｏ２センサ４４の検出信号から求められる空燃
比が出力空燃比になるよう、学習制御手段８２の学習した学習値により燃料噴射量をオー
プンループ制御する出力空燃比制御手段８６を設けている。
【００４４】
このため、このＣＮＧエンジン２の燃料噴射制御装置７６は、学習制御手段８２により記
憶されたリッチな学習値を利用して、スロットル弁１４の全開走行時に適切な出力空燃比
になるようオープンループ制御することができ、専用の補正係数を設ける必要がない。
【００４５】
なお、上述実施例においては、ベース空燃比が出力空燃比になるよう、リッチ側にある値
だけずらして学習値を学習制御させたが、ＣＮＧの出力空燃比と理論空燃比とが非常に近
い（例えば、４％）特性を有することから、ベースの空燃比が出力空燃比と理論空燃比と
の中間の空燃比となるよう、理論空燃比からはリッチ側にずれの半値（例えば、＋２％）
だけずらすとともに出力空燃比からはリーン側にずれの半値（例えば、－２％）だけずら
して学習値を学習制御し、その学習値をそのままフィードバック制御及びオープンループ
制御に利用することにより、フィードバック制御に悪い影響を及ぼさない範囲で、全開走
行時に出力空燃比を簡易に安定してオープンループ制御することができる。
【００４６】
【発明の効果】
このように、この発明のＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置は、設定されたガス燃料とは
発熱量及びガス組成が異なり且つ空燃比がリーン側になり易いガス燃料が供給された場合
にも、学習値がリッチ側に学習されているで、空燃比のリーン化を防止して空燃比センサ
を活性させることができ、発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するため
に燃料噴射制御装置に各ガス燃料専用の制御仕様を用意する必要がない。
【００４７】
このため、このＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置は、設定されたガス燃料とは発熱量及
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空燃比センサが活性化されずにフィードバック制御が正常に行われないという不都合を回
避することができ、発熱量及びガス組成の異なる２種類のガス燃料に対応するために燃料
噴射制御装置に各ガス燃料専用の制御仕様を用意する必要がなく、設計工数の削減に寄与
し得て、コストの低減を果たすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施例を示す燃料噴射制御装置のフローチャートである。
【図２】燃料噴射制御装置のタイムチャートである。
【図３】（Ａ）は通常のフィードバック補正係数を示す図、（Ｂ）はこの発明のフィード
バック補正係数を示す図である。
【図４】エンジン回転数と吸気管圧力とによる学習領域の区分を示す図である。
【図５】学習値の計算を示す図である。
【図６】学習値のデータを示す図である。
【図７】空燃比とトルクとの関係を示す図である。
【図８】ＣＮＧエンジンの燃料噴射制御装置の概略構成図である。
【符号の説明】
２　ＣＮＧエンジン
１２　吸気通路
１４　スロットル弁
１６　インジェクタ
２４　排気通路
２６　三元触媒
３０　スロットルセンサ
３４　全開スイッチ
４２　回転数センサ
４４　Ｏ２センサ
４６　ガス燃料容器
５０　燃料供給管
６０　燃料圧力センサ
６２　燃料温度センサ
６８　燃料充填管
７０　充填口
７６　燃料噴射制御装置
７８　制御部
８０　空燃比制御手段
８２　学習制御手段
８４　燃料供給制御手段
８６　出力空燃比制御手段
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